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行政と地域の皆さんを結ぶパイプ役として、これから１年間
ご活躍いただく各地区の区長さんを紹介します。（敬称略）
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○対　象　対馬市内在住であればどなたでも。
○受講料　受講料は無料です。
　　　　　但し、材料費・教材費は受講者負担となります。

素敵な趣味を公民館から始めてみませんか？
春・夏開催の公民館講座生を募集します

平成26年度  対馬市各地区公民館講座  募集一覧表

厳原地区公民館　☎0920（52）0363
美津島地区公民館　☎0920（54）4044
豊玉地区公民館　☎0920（58）0062

峰 地 区 公 民 館　☎0920（83）0151
上県地区公民館　☎0920（84）2576
上対馬地区公民館　☎0920（86）3052

地区

厳　
　
　

原

陶芸講座

対馬市交流センター

美津島地区公民館

豊玉町田

上県地区公民館

やまねこ工房

6月9日

7月7日

5月31日

5月29日

5月31日

編み物講座
（ドイツ製の糸使用）

郷土料理講座

陶芸教室

洋裁講座

ニホンミツバチ講座

大正琴講座

囲碁講座

郷土料理講座

木工細工講座

陶芸講座

山﨑 一宏 19：30～21：30

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～13：00

13：00～15：00

19：30～21：30

9：30～11：30

13：00～　　　 

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～13：00

10：00～12：00

19：00～21：00

6月12日～8月
（毎週木曜日）

10

5

7

3

3

7

7

3

7

7

7

7

7

6月13日～7月
（毎週金曜日）

6月17日～7月
（毎週火曜日）

6月～7月
（隔週水曜日）

8月初旬開始
（夏休み期間）

6月～9月
（隔週火曜日）

6月～8月
（毎週木曜日）

6月
（秋・冬）

6月～7月
（毎週木曜日）

6月～9月
（毎週日曜日）

6月～7月
（隔週火曜日）

6月～10月
（第2・4日曜日）

6月～10月
（毎週火曜日）

北川 小百合

親子でバルーン作り講座 前田 朋子

食生活改善推進員

たのしいヨガ講座 中田 彩

山﨑 一宏

桐谷 ミヨ子

扇 米稔

川崎 隆

俵 尚志

食生活改善推進員

岩佐 幸雄

日高 光博

峰

美
津
島

上　
　
　

県

講 座 名 講 師 名 回数 開催予定期間 予定開催時間 開催場所 申込期限 定員

10名

10名

10名

10名

10組

10名

10名

10名

10名

10名

10名

10名

10名

※7月以降開催の講座は随時ご案内します。

申込・問い合わせ

教育委員会からのお知らせ

新教育委員が決まりました

新教育委員に佐伯 康弘氏
　平成26年4月30日に退任された村井成枝教育委員の後任として、5月1日から佐伯康弘氏（豊玉町

田）が就任しました。



平成25年度予算執行状況をお知らせします（平成26年3月31日現在）
　市の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとされていますが、3月31日までにお金の出し入れを完
了することは不可能なことから出納整理期間が設けられています。この出納整理期間は4月から5月までとなっ
ており、この間に前年度のお金の出し入れを完了しなければならないこととなっています。
　一般会計と特別会計を合わせた収入済額は367億8，611万円、支出済額は378億8，992万円となっています。

　一般会計の歳入については、281億1，532万円が収入済みで、収入率69．1％となっています。県支出金及
び市債については事業完了後に交付されるため、3月31日現在では低い収入率となっています。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

国有提供施設等所在市町村助成交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

　　　　　　　計

27億6，451万円

1億8，203万円

400万円

200万円

30万円

2億2，000万円

1，700万円

1，100万円

400万円

162億7，799万円

270万円

1億8，855万円

3億4，813万円

61億4，768万円

40億4，934万円

9，648万円

1，256万円

13億8，561万円

4億7，912万円

2億3，174万円

82億8，270万円

407億745万円

26億5，915万円

2億1，811万円

627万円

938万円

1，289万円

2億9，419万円

3，459万円

1，418万円

407万円

168億877万円

298万円

1億7，050万円

3億6，117万円

44億3，808万円

12億1，646万円

9，463万円

1，442万円

1億9，924万円

4億7，912万円

2億3，962万円

8億3，750万円

281億1，532万円

収　入　率
（％）
96.2 

119.8 

156.8 

469.0 

4300.0 

133.7 

203.5 

128.9 

101.8 

103.3 

110.4 

90.4 

103.7 

72.2 

30.0 

98.1 

114.8 

14.4 

100.0 

103.4 

10.1 

69.1 

歳 　 　 　 　 　 入

一般会計

区　　　　　　　分 予 　 算 　 額　　 収　入　済　額 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

歳 　 　 　 　 　 出

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

　　　　　　　計

1億9，249万円

55億4，724万円

69億7，643万円

59億5，817万円

0円

55億8，556万円

8億9，127万円

33億7，574万円

21億6，520万円

27億5，183万円

2億5，304万円

69億9，392万円

697万円

959万円

407億745万円

1億9，000万円

33億2，930万円

51億3，200万円

36億5，334万円

0円

25億2，123万円

7億1，067万円

13億7，680万円

11億7，774万円

22億4，415万円

6，368万円

69億8，366万円

0円

0円

273億8，257万円

98.7 

60.0 

73.6 

61.3 

0.0 

45.1 

79.7 

40.8 

54.4 

81.6 

25.2 

99.9 

0.0 

0.0 

67.3 

執　行　率
（％）区　　　　　　　分 予 　 算 　 額　　 支　出　済　額 

　歳出については、273億8，257万円が支出済みで、執行率は67．3％となっています。建設工事などは完成が
3月に集中し、その支払いが4月以降となるため農林水産業費や土木費等の執行率が低くなっています。

※各数値は四捨五入により、計とは一致しない場合があります。
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収益的収入　

収益的支出

資本的収入

資本的支出

2億7,980万円

2億7,540万円

1億3,915万円

1億8,664万円

2億7,761万円

2億6,327万円

5,992万円

8,469万円

99.2

95.6

43.1

45.4

水道事業企業会計
執行率
（％）区　　　　　　　分 予 　 算 　 額 収入済・支出済額

診療所特別会計 

国民健康保険特別会計 

介護保険地域支援事業特別会計 

介護保険特別会計 

特別養護老人ホーム特別会計 

簡易水道事業特別会計 

集落排水処理施設特別会計 

旅客定期航路事業特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

　　　　　　　計

3億9，742万円

58億322万円

1億3，534万円

36億5，015万円

3億3，515万円

12億1，533万円

2，323万円

3，760万円

3億4，808万円

119億4，554万円

2億4，685万円

45億4，427万円

5，706万円

28億7，522万円

1億6，567万円

5億6，142万円

1，017万円

1，967万円

1億9，046万円

86億7，079万円

62.1

78.3

42.2

78.8

49.4

46.2

43.8

52.3

54.7

72.6

3億5，318万円

52億6，823万円

1億2，175万円

31億1，505万円

2億6，195万円

9億9，313万円

2，147万円

3，439万円

3億3，819万円

105億735万円

88.9

90.8

90.0

85.3

78.2

81.7

92.4

91.5

97.2

88.0

特別会計
執行率
（％）

収入率
（％）区　　　　　　　分 予　算　額 収　入　済　額 支　出　済　額 

7万5千円 5万3千円25億円一 時 借 入 金 現 在 高

基金・市債・借入金現在高

区　　　　　分
市民一人あたり額

金　　　額

37万2千円123億2，090万円基 金 現 在 高
◎財政調整基金
◎減債基金
◎振興基金
◎まちづくり基金
◎合併振興基金
◎その他（17基金）

15億650万円
27億6，448万円
15億6，055万円

10億円
26億170万円

28億8，767万円

4万5千円
8万3千円
4万7千円
3万円

7万8千円
8万7千円

昨年度の数値（参考）

29万1千円
3万9千円
7万2千円
3万8千円
3万円

5万3千円
5万8千円

内訳

143万7千円476億5，953万円市 債 現 在 高 146万8千円
◎一般会計
◎特別養護老人ホーム特別会計
◎簡易水道事業特別会計
◎集落排水処理施設特別会計
◎水道事業企業会計

421億6，761万
2億5，953万円
43億6，659万円
2億3，470万円
6億3，110万円

127万1千円
8千円

13万2千円
7千円

1万9千円

129万9千円
9千円

13万5千円
7千円

1万9千円

内訳
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問い合わせ 総務部　財政課　☎0920（53）6111　



水産課からのお知らせ

漁師になりませんか？

問い合わせ 農林水産部　水産課（対馬市新規漁業者就業推進協議会事務局）☎0920（53）6111
　

○申 込 資 格　真に対馬市に定着して漁業を営もうという強い意志
を有する健康な人で、申込の受付時点で55歳以下
の人（U・Iターン可）

○募 集 人 員　2名
○研　修　地　対馬管内の受け入れ可能な漁協
○研 修 内 容　漁業者による主に一本釣り・延縄等の漁法の実践指

導（仕掛けの作り方、餌の付け方、仕掛けの投入方
法及び巻上方法、ロープワーク、船舶の操作方法等）

○研修の特徴　収入がない研修中は、一定の要件を満たす研修者に生活費の補助制度あり
○研 修 期 間　研修開始から2年以内（1ヵ月当たり20日以上の研修を実施）
○住　　　居　研修期間中の住居の斡旋が必要な方は別途ご相談ください。
○申 込 期 限　5月15日（木）～6月30日（月）

健康増進課からのお知らせ

日本脳炎の予防接種を受けましたか？

問い合わせ 保健部　健康増進課　☎0920（58）1116
　

　平成17年度から平成21年度まで接種のお勧めを控えていました。
　そのために接種機会を逃してしまった方は対馬市が接種料金を負担しています。
○対　　象　平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方
　　　　　　（20歳になるまで日本脳炎の予防接種が無料です）
○接種回数・接種間隔
　　　　　　・1期初回（2回）→6日～28日の間隔
　　　　　　・1期追加（1回）→1期初回2回目から1年後
　　　　　　・2期　　（1回）→1期追加から5年後
　　日本脳炎の予防ワクチンは合計４回の接種が必要です。母子手帳で接種回数を確認して、合計4回
　お済みでない方は、残りの回数を接種してください。
○実施医療機関

※予診票をお持ちでない方は事前に健康増進課・各福祉保健センターへご連絡ください。

医療機関 実施日 受付期間 電話番号

対馬いづはら病院 毎週火曜日 13：30～15：30 （52）1910

豊玉診療所 毎週水曜日 ※要予約 14：00～16：00 （58）8080

上対馬病院 毎週火曜日 13：30～14：00 （86）4331

ちびっ子あつま
れ

ふわふわ風船プ
レゼント!!

今年は上対馬町で開催!
第５回 歯はっと笑顔フェスティバル

○と　　き　平成26年6月8日（日）　13：00～15：00
○と こ ろ　上対馬総合センター（上対馬町比田勝）
○内　　容　健口相談コーナー／大好評！手形コーナー（先着50名）

／お口の細菌観察コーナー・フッ化物洗口コーナー／図画
・ポスターコンクール入選者作品の展示／お口の健康パネ
ルの展示／お楽しみ抽選会

○主　　催　対馬市歯科福祉保健協議会
○共　　催　対馬市歯科医師会・対馬保健所
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入場無料です。
家族そろって
お越しください!

※駐車場に限りがありますので、できるだけ貸し切りバスの利用をお願いいたします。

《バス利用を希望される方は、健康増進課までご連絡ください》

時　刻 場　所

時　刻 場　所

●比田勝～東廻り

●比田勝～国道経由7：15 発
7：50 発
8：03 発
8：15 発
8：22 発
8：34 発
8：42 発
8：53 発
9：04 発
9：07 発
9：13 発
9：17 発
9：21 発
  9：30 着  

上対馬総合センター
琴

小 　 　 　 　 鹿
志 　 多 　 賀
佐 賀 診 療 所 前

曽
浦 　 　 　 　 底
小 　 船 　 越
久 　 須 　 保
大 　 船 　 越
雞 知 宮 前
高 　 浜 　 橋
小 　 　 　 　 浦
厳 　 　 　 　 原

7：20 発
7：34 発
7：36 発
7：47 発
8：02 発
8：20 発
8：35 発
8：43 発
8：54 発
9：08 発
9：14 発
  9：30 着  

上対馬総合センター
佐 　 須 　 奈
大 　 　 　 　 地
佐 　 　 　 　 護
仁 　 　 　 　 田
三 　 　 　 　 根
仁 　 　 　 位
浦 　 　 　 　 底
小 　 船 　 越
大 　 船 　 越
雞知（十八銀行前）
厳 　 　 　 　 原

イベント当日、対馬市交流センターへ送迎バスを運行します!!

11：30～13：00
〈歯科医師会〉

・お口の健口相談コーナー
〈保健所〉

・健康情報発信
〈看護協会・栄養士会〉

・まちの保健室
 （無料で健康チェックが受けられます）

13：00～（開会）
13：20～
〈基調講演〉
『タニタ社員食堂健康セミナー
　　　～500kcalのまんぷく定食のコツ～』
                  株式会社タニタヘルスリンク

託児あり
事前申込み必要

○終　了：15：00　○送迎バス出発予定：15：30

・園児による食卓の絵
・学校給食
・食改活動報告

対馬食育フェスタ 2014 ～ヒトは食により人になる～

展　示講演会

ブース

○日　時：平成26年6月22日（日）
○場　所：対馬市交流センター ３階

平成25年度 食卓の絵コンクール
〈最優秀賞〉 はらだ ゆい ちゃん

応募作品242点展示

対馬市食育キャラクター

※講演会終了後、地元米をプレゼント!!

問い合わせ 保健部　健康増進課　☎0920（58）1116
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新政策推進課からのお知らせ

学びの力を地域に、地域の力を学びに

問い合わせ しまづくり戦略本部　新政策推進課　☎0920（53）6111
　

　対馬市では、「地域と大学の連携（域学連携）による地域づくり」を推進
するため、学識経験者、地域団体代表者、行政等で構成される「対馬市域学
連携地域づくり実行委員会」を設置し、「対馬市域学連携地域づくり推進計
画」（仮称）の素案を作成いたしました。
　本計画の策定、計画の実行に向けて、皆様からのご意見をお寄せください。 
○募集期間　平成26年5月7日（水）～6月6日（金）まで 
○公表方法及び公表場所　
・市ホームページ
・対馬市しまづくり戦略本部新政策推進課、各振興部地域振興課、
　行政サービスセンターの窓口における閲覧
○応募方法　提出様式は任意ですが、市ホームページや公表場所に参考様式を設置しておりますので、
　　　　　　ご覧のうえ必要事項を記入し、持参・郵送・FAX・Eメールで提出してください。　　　
　　　　　　持参：しまづくり戦略本部新政策推進課・各振興部地域振興課・行政サービスセンター　
　　　　　　郵送：〒817-8510　対馬市厳原町国分1441　対馬市しまづくり戦略本部新政策推進課
　　　　　　FAX：0920（53）6112　E-mail：shinseisaku@city.nagasaki-tsushima.lg.jp
○そ の 他　・提出されたご意見等の内容について、確認のため連絡させていただく場合があります。

　ご記入いただいた個人情報は、他の目的に利用することはありません。
　　　　　　・皆様から寄せられた意見を十分検討し、その結果としてできあがった計画はホームペ

　ージ等に掲載予定です。なお、寄せられた意見に対しての個別の回答はいたしませんの
　で、御了承ください。

○計画の概要
＜基本理念＞
　 　地域と大学が連携し、相互に学び合いながら、対馬の新たな
　価値を創造し、持続可能な産業を創り出します。
＜基本理念を実現するための３つの重要施策＞　
　①持続可能な産業づくりの実践
　②地域づくりを担う人財の育成
　③対馬に付加価値をつける学術研究の実行
＜計画推進のための仕掛け＞
　　域学連携コーディネーターの登用、学生や地元の担い手育成プログラムの実施、学術研究補助制
　度の導入、域学連携の成果発表・発信の場（対馬学会）の設置　等

保健部　健康増進課　☎0920（58）1116問い合わせ

「おいしく食べて長生きしよう」
　　○定期的に歯科健診を受けよう

　　　　　○食後の歯磨きを習慣化しよう

　　　　　　　　○歯周病を予防しよう

健康つしま21計画　ひと言健康メモ
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税金は納期限までに納めましょう!!

　平成26年度の市税の納税通知書を発送します。
　各税目の納期限は、以下のとおりです。

　納期限を過ぎても税の納付がない場合、「督促状」を発送します。それでもなお納付がない場合は、
「滞納処分（差押え・公売など）」を行います。また、納期限を過ぎても納付がない税は、「延滞金」
がかかる場合があります。税金は、納期限までに納めましょう。

口座振替にすると、納付忘れがなく便利です。

各金融機関の窓口まで ◎納税通知書　◎預貯金通帳　◎通帳使用印鑑　を持参して、お申
し込みください。

市  県  民  税
固 定 資 産 税
国民健康保険税

軽 自 動 車 税

1期   2期      3期        4期         5期 6期   ７期      8期         9期

6月30日 7月31日 9月1日 9月30日 10月31日 12月1日 12月25日 2月2日 3月2日 

6月2日 

納税は、口座振替が便利です。

「わがまち元気創出」支援事業補助金　
市民特認事業公開審査会委員を募集します

税務課からのお知らせ

問い合わせ 市民生活部　税務課　☎0920（53）6111
　

市民協働・自然共生課からのお知らせ

問い合わせ 総合政策部　市民協働・自然共生課　☎0920（53）6111
　

○職務内容　公開審査会に出席し、申請者からのプレゼンテーションを受けて事業の審査を行っていた
だきます。※各年度6月中旬から6月下旬頃に1回開催予定です。

○募集人員　2名
○任　　期　2年間
○応募資格　次の条件を満たす方とします。
　　　　　　①土・日いずれかの昼の審査会に出席できる方
　　　　　　②応募日現在18歳以上でまちづくりに関心のある方
○応募方法　「わがまち元気創出」支援事業補助金　市民特認事業公開審査会委員応募申込書に必要事

項を記入し、持参・郵送・FAX・Eメールで提出してください。
○応 募 先　〒817-8510　厳原町国分1441　総合政策部　市民協働・自然共生課
　　　　　　FAX：0920（53）6112　E-mail：sikyou@city.nagasaki-tsushima.lg.jp
○応募期限　平成26年5月30日（金）まで

5月1日付　異動
氏　　名 新　配　置

平山 祝詞 農林水産部付　理事
（豊玉町振興公社派遣）

対馬市人事異動



年金コーナー年金コーナー
国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されました

【問い合わせ】
　日本年金機構長崎北年金事務所　☎095（861）1582

○日時　6月18日（水）14：00～17：00
　場所　峰地区公民館

○日時　6月19日（木）  9：00～17：00
　場所　上対馬総合センター

★年金相談は予約制です。
★予約受付期限 6月13日（金）まで

《長崎北年金事務所の出張年金相談》

予約先 ☎095（861）1387

　これまでは、過去分の国民年金保険料の免除が受けられる期間は、申請の直前の7月（学生納付特例は
直前の4月）までの1年以内でした。
　平成26年4月からは法律が改正され、保険料の納付期限から2年を経過していない期間（申請時点から
2年1ヶ月前までの期間）について、さかのぼって免除等を申請できるようになりました。

【相談事例】
　入学祝で買ってもらったスマートフォン。興味本位でアダルトサイトのサンプル画像を見る為にアプ
リをインストールした。「18歳以上ですか」と年齢確認があり「はい」とクリックしたところ、いき
なり「登録されました」と、登録料98,500円を請求する画面が表示された。あわててサイトに退会申
請をしたが「退会処理不可」とのメールが届き、その後は何十通もの高額な請求メールが届くようにな
った。どうしたらいいか。

【アドバイス】
　契約内容の確認や同意がないまま契約した場合、料金請求を受けても支払う必要はありません。退会
手続き等も必要なく、サイト運営事業者に連絡すると個人情報を把握されてしまい請求が続く可能性が
あります。まずは対馬市消費生活相談所へご連絡ください。

失業などの特例免除の対象期間も拡大されました
　災害・失業などを理由とした特例免除は、これまでは申請時点の年度または前年度に災害・失業など
の理由があることが条件となっていました。
　平成26年4月からは、災害・失業などの前月から災害・失業などがあった年の翌々年6月までの期間に
ついて、特例免除の申請ができるようになりました。

　2年1カ月前の月分まで免除申請をすることができます
が、申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け取れな
い場合や失業などの特例免除が受けられない場合がありま
すので、すみやかに申請してください。
　申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行います。
また、世帯主や配偶者がいる方は、世帯主や配偶者の所得
審査がありますので、免除が承認されない場合があります。
　詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。

◆ご注意ください◆

要チェック！ 消費者トラブルに巻き込まれる前に

～消費者トラブルに関する事例やアドバイスをご紹介します～

・最近は、アダルトページのみならず、懸賞や占い・動画など、人の興味をひくよう
　なさまざまな手法でリンクやボタンをクリックさせようと、手口がより巧妙になっ
　ています。安易にクリックすることのないように気をつけましょう。

・未成年者に携帯やスマートフォンを持たせる場合は、管理者を保護者にし、フィル
　タリング（有害サイトアクセス制限サービス）や上限額の制限を利用しましょう。

『 架空請求あわてないで!! 』

対馬振興局別館 3階
☎0920（52）8322
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